
辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

将来目標①　豊かな自然を守るまち（自然・環境保全）

政策１　豊かな自然環境の保全と創出

施策１　豊かな自然環境と田園風景の保全

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

1111 田園風景の保全 B B B

農業農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため町
内１５組織が交付金を活用して水路の補修、植栽活動な
どを実施

産業振興課 耕地係

1111 田園風景の保全 B B
衛生管理者を通じ各区にアレチウリ駆除活動計画と実施
報告を依頼 アレチウリ除去作業回数 回 37 34 24 37 実施数 住民税務課 生活環境係

1112 中山間地域農業の振興 A B B
町内10地区で国の補助である中山間地域等直接支払事
業を活用し、草刈りなどを行い耕作放棄地の発生を防止 耕作地面積（農家基本台帳） ha 918 876 930 900

農地基本台帳の数値
(小野地区国調反映）

産業振興課 農政係

1113 遊休荒廃農地の解消 B B B
利用意向調査を実施
農地中間管理事業により農地を集積 遊休荒廃農地の解消面積 ha 2 26 2 6 農地パトロールによる 産業振興課 農政係

施策２　ほたる飛び交う環境づくり

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

1121 ゲンジボタルの保護・育成 A A B

冬季間にほたる水路の清掃作業を実施
童謡公園内のホタル生息環境調査
対策計画策定のための業務委託を実施

産業振興課 観光係

1121 ゲンジボタルの保護・育成 A A B

地方創生推進交付金を活用して、多様な分野で「ほたる
のまちづくり」につながる取組を展開
ほたるの調査研究、カワニナ養殖、ほたる情報の発信

まちづくり政策
課

まちづくり係

1122 町内各地でホタル飛び交う環境づくり B B B
ホタルマップ、ほたるのはなし（ガイド）の作成、ホタル保
護活動の支援、辰野西小学校のカワニナ育成支援

町内におけるゲンジボタル・ヘ
イケボタルの発生箇所数

箇所/年 348 149 114 350 実績値
まちづくり政策
課

まちづくり係

1123 辰野ほたる童謡公園の環境整備 A A B
冬季間にほたる水路の清掃作業を実施

ほたる童謡公園内のゲンジボ
タル目撃数

匹/年 31,741 71,443 203,858 60,000
調査員による目視

カウント調査
産業振興課 観光係

政策２　森林の保全と活用

施策１　森林の保全と活用

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

1211 森林機能の啓発
森林経営計画に基づいた間伐
面積

ha 44 50 31 50
林務課からの信州の森林づ

くり事業補助金交付決定
産業振興課 林務係

森林経営計画に基づいた下草
刈、枝打ちを含めた里山整備面
積

ha 2 0 0 10 各山林団体からの報告 産業振興課 林務係

1212 森林公園の環境整備 A A A
森林の里親促進事業で、積水樹脂プラメタルによる除伐
を実施 産業振興課 林務係

1213 学校林活用による環境教育の推進 A A B
学校林において植樹・伐採等行い、伐採した木を使ってベ
ンチ作り等の活動を行った 学校林整備、活用回数 回/年 11 4 66 10 実績値 こども課 学校教育係

1214 樹木・林産物への被害の防除 A A B
松くい虫の被害拡大を防ぐため、早期発見、早期駆除を
実施 産業振興課 林務係

B B B

森林経営計画に基づいた間伐等の実施

有効性 評価基準 

A：計画の目標を達成した。または、計画の目標をほぼ達成し今後は継続していく 

B：計画の目標達成に向け、順調に推移した。または、一部改善の後、事業を継続していく 

C：計画に取り組み始めたばかりである。または、事業の内容について検討をする必要があ

る 

経済性 評価基準 

A：コストが縮減し効果的な取り組みができた 

B：コストは現状維持で効果的な取り組みができた 

C：ややコストが増大したため改善等の余地あり 
D：コストが増大したため改善等が必要 

効率性 評価基準 

A：期待された役割のとおり取り組んでいる 

B：期待された役割は一応取り組んでいるが改善の余地あり 

C：期待された役割が十分に取り組まれていない、改善の余地が大き

い 
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

政策３　水環境の保全と活用

施策１　水環境の保全と活用

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

1311 水に親しむ環境づくり B B B
河川愛護団体活動として　10団体、11河川の草刈を実施

河川愛護活動人員 人 932 825 926 1,000 実績報告数 建設水道課 都市計画係

1312 水源かん養機能の向上 B B B
森林総研と協力し、伊良沢地籍で6.42haの除伐を実施

産業振興課 林務係

1313 水環境の維持・向上
環境基準を超えた地点数
（BOD）

地点 0 0 0 0 検査結果数値 住民税務課 生活環境係

水質検査実施地点数 地点 14 14 14 14 実績値 住民税務課 生活環境係

政策４　地球環境の保全

施策１　循環型社会の構築

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

1411 環境基本計画の推進 B B

環境審議会において公害や廃棄物処理状況、新ごみ中
間処理施設移設に向けた収集方法変更等住民へ広報や
回覧、ほたるネットなどで周知

住民税務課 生活環境係

1412 分別推進によるごみの減量化
一人当たりの一日平均ごみ排
出量

ｇ 576 560 538 551 実績値 住民税務課 生活環境係

紙類の資源物収集量 ｔ 700 409 499 700 実績値 住民税務課 生活環境係

ペットボトルの資源物収集量 ｔ 34 34 30 34 実績値 住民税務課 生活環境係

アルミ缶の資源物収集量 ｔ 16 9 7 16 実績値 住民税務課 生活環境係

分別方法の出前講座、説明会
開催回数

回/5年 10 4 43 27 実績値 住民税務課 生活環境係

施策２　再生可能エネルギーの活用

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

1421 再生可能エネルギー導入の推進 A A A

平成25年度で国の補助金が終了したことをきっかけに、
申請件数が激減、当初目的である再生エネルギー設置
復及の目的が達成されたと思われるので、平成28年で終
了

再生可能エネルギー機器設置
への支援件数

件/年 13 3 0 0 実績値 住民税務課 生活環境係

施策３　省エネルギーの推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

1431 省エネルギー機器等の導入 A A B
公用電気自動車利用促進
太陽光LED街路灯設置 住民税務課 生活環境係

1432 公共施設の省エネルギー対策 公共施設における消費電力量 kw 8,086 8,075 6,699 8,000 省エネ法定期報告 総務課 庶務係

B C 公共施設における灯油消費量 kl 701 508 794 640 省エネ法定期報告 総務課 庶務係

公共施設における重油消費量 kl 32 17 19 20 省エネ法定期報告 総務課 庶務係

A

町内主要河川14地点及び地下水（井戸）6地点の水質測
定を実施し、環境基準を超えた地点はなし

緑のカーテン、冷暖房の設定温度管理による省エネ対策

B

B

地区、短期大学、アパート管理者対象にごみの適正な分
別による資源化の推進とごみの減量化を周知、啓発する
ための出前講座等の実施

A B

B C
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

将来目標②　健やかな笑顔あふれるまち(福祉・保健・医療）

政策１　地域で支える思いやりのある福祉の充実

施策１　高齢者福祉の充実

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

2111 地域包括ケアシステムの構築
１．人口
２．地域・医療・
福祉・介護

Ｂ Ｂ Ｂ

地域の支え合いの柱となる生活支援サポーター養成、医
療と介護連携推進事業の取り組み（地域の医療・介護資
源の把握、情報共有の構築）

保健福祉課
地域包括支援
センター

2112 介護予防の推進
１．人口
２．地域・医療・
福祉・介護

Ｂ Ｂ Ａ

各地区等が主体となり地域の実情に応じた介護予防の運
営を行っており、その運営をとりまとめる中での地域の課
題の把握や参加者への基本チェックリストの実施により、
参加者の状態把握を行った
今まで地域主体ではなく事業所委託で行っていたため、
委託料分の支出が減った

介護予防事業の参加者数 人/年 6,677 6,612 6,198 7,000 実績報告 保健福祉課
地域包括支援
センター

2113 生きがいの創出
１．人口
２．地域・医療・
福祉・介護

Ａ Ｂ Ｂ

在宅の92歳以上の方341人に案内をし、希望された121人
へ高齢者訪問を実施
辰野町老人クラブ連合会（老人クラブ数21、会員数1,445
人）に補助金を交付し支援を行った

保健福祉課 福祉係

2114
在宅介護者世帯のリフレッシュ
の支援

Ａ Ａ Ｂ

要介護認定者を在宅で介護している者の元気回復と介護
者相互の交流を深めることを目的に、介護者の旅行等補
助、デイサービス・ショートステイ利用に対する補助を実施
29年度実績は、旅行等50人、デイサービス496件、ショー
トステイ344件

保健福祉課 介護保険係

2115 要保護者の支援 Ａ Ａ
保護が必要な高齢者の相談に対して総合的に判断を行
い養護老人ホームへの措置等を実施 保健福祉課 福祉係

2116 買い物弱者対策の継続 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ
町営バス、デマンド型乗合タクシーの利用を促し、スー
パーとの協力により買い物弱者対策を継続する

まちづくり政策
課

まちづくり係

2117 成年後見制度の普及 Ｂ Ｂ Ｂ

成年後見制度についての説明会の実施、町長申立による
高齢者への支援、生活支援サポーター養成講座において
制度説明

保健福祉課 介護保険係

施策２　障がい者（児）福祉の充実

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

2121 社会参加の支援
１．人口
２．地域・医療・
福祉・介護

Ａ Ｂ Ｂ

計画相談事業所と連携をし、支援会議に参加
申請に基づきサービスの給付決定を行い障がい者（児）
の社会参加の支援を行った

就労継続支援者数 人 33 42 50 42 実績値 保健福祉課 福祉係

2122 自立の支援
２．地域医療・
福祉・介護

Ｂ Ｂ Ｂ

障がい者（児）に対して障害者総合支援法に基づき、個別
支援計画の作成や各種障害者（児）サービスを利用でき
るように支給決定を行い障害者（児）の自立支援を行った

保健福祉課 福祉係

2123 障がい児世帯の支援 Ａ Ａ Ｂ
特別児童扶養手当・障害児福祉手当の申請を受付け県
へ提出することで、世帯への支援を行った 保健福祉課 福祉係

施策３　生活困窮者への支援

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（平成26年
度）

平成28年度 H29
目標値

（平成32年
度）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

2131 生活困窮者の自立支援 Ｂ Ｂ Ｂ

福祉事務所・まいさぽ上伊那・辰野町社会福祉協議会と
の連携を図り、相談業務通じ、自立支援に向けた取り組
みを実施

相談による自立件数 件/年 0 1 0 1 実績値 保健福祉課 福祉係

2132 生活困窮者の経済的支援 Ｂ Ｂ Ｂ

生活困窮者への公費による判断は福祉事務所にあり、町
では支援できる制度はないが、社会福祉協議会による
「緊急支援」や、まいさぽ上伊那による「食料の提供」を受
けられるように連携

保健福祉課 福祉係

有効性 評価基準 

A：計画の目標を達成した。または、計画の目標をほぼ達成し今後は継続していく 

B：計画の目標達成に向け、順調に推移した。または、一部改善の後、事業を継続していく 

C：計画に取り組み始めたばかりである。または、事業の内容について検討をする必要があ

る 

経済性 評価基準 

A：コストが縮減し効果的な取り組みができた 

B：コストは現状維持で効果的な取り組みができた 

C：ややコストが増大したため改善等の余地あり 
D：コストが増大したため改善等が必要 

効率性 評価基準 

A：期待された役割のとおり取り組んでいる 

B：期待された役割は一応取り組んでいるが改善の余地あり 

C：期待された役割が十分に取り組まれていない、改善の余地が大き

い 

3



辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

施策４　地域の支え合い活動への支援

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

2141 地域福祉団体活動の推進
１．人口
２．地域・医療・
福祉・介護

Ａ Ａ Ｂ

見守り世帯に対して、民生児童委員は毎月訪問による見
守り活動を実施
ＮＰＯ法人自立支援の会の活動拠点となっている「共生館
あさひヶ丘」の会議室へ冷房設備を設置し、活動環境を
整えることにより活動の推進を支援

保健福祉課 福祉係

2142 ボランティアグループへの支援
ボランティアセンター登録団体
数

団体 93 106 110 100 実績値 保健福祉課 福祉係

ボランティアセンター登録人数 人 2,931 4,578 5,177 3,000 実績値 保健福祉課 福祉係

2143 地域福祉への取り組み
２．地域医療・
福祉・介護

Ｂ Ｂ Ｂ

障がい者への理解を広げるために、障害サービス事業者
が合同で「音楽祭」を開催、障がい者・家族・ボランティア
等関係者が参加し、障がい者への理解を広げる機会と
なった

保健福祉課 福祉係

政策２　健康な暮らしを築く健康づくり・医療体制の充実

施策１　健康づくりの推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

2211 健康管理の促進 Ｂ Ｂ Ｂ

生活習慣病予防教室の充実、毎月1回開催を目標
重症化予防の取り組みを開始　訪問等充実させた がん検診の受診率 ％ 29 29 28 50 受診者/申込者 保健福祉課 保健係

2212 健康相談の充実 Ａ Ｂ Ｂ

検診結果を集団面談から個別面談で相談説明会にした.
説明会場を地区の集会所に増やし出席しやすくした 保健福祉課 保健係

2213 感染症防止体制の整備 Ｂ Ｂ Ｂ

感染症に関する情報提供
町内医療機関へ訪問等し予防接種の手順の確認に努め
た

保健福祉課 保健係

施策２　地域医療体制の充実

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

2221 辰野病院の機能強化
１．人口
２．地域・医療・
福祉・介護

Ｂ Ｂ Ｂ

病院内の体制の見直しを行い、次年度につなげることが
できた
医師確保については当年度は現状維持だったが、次年度
２名の医師を迎えられることに繋がった

辰野病院の常勤医師の数 人 7 6 6 9 現状数字 辰野病院 庶務係

2222 開業医の地域医療支援
１．人口
２．地域・医療・
福祉・介護

Ｃ Ｄ

病院と医師会と連携を図り将来に向けて検討していく
まちづくり政策
課

まちづくり係

政策３　健やかな暮らしを守る社会保障の充実

施策１　健康づくりの推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

2311 介護保険制度の適正な運営 Ｂ Ｂ Ｂ

医療費との突合による給付費の適正化の実施
地区への出前講座による介護保険改正の説明会の開催
広報による介護保険制度の周知

保健福祉課
介護保険係・
地域包括支援
センター

2312 介護予防の充実
１．人口
２．地域・医療・
福祉・介護

Ａ Ｂ Ｂ

地域の実情に応じた介護予防・日常生活総合支援事業に
より、地域に密着した居宅介護や訪問介護事業を実施
一般介護予防事業では、地域介護予防活動支援事業で
ある各地区等の主体によるふれ愛サロンの運営のサ
ポート、地域リハビリテーション活動支援事業を行った

介護予防教室の開催回数 回/年 322 318 319 360 実績報告 保健福祉課
地域包括支援
センター

2313 介護サービスの充実 Ａ Ｂ Ｂ

介護サービス事業所との担当者会議の開催、運営推進
会議への参加、ケアマネジャー連絡会において、ケア向
上のために各地域の課題検討

保健福祉課
介護保険係・
地域包括支援
センター

１．人口
２．地域・医療・
福祉・介護

Ｂ

ボランティアセンターと連携し活動を支援

Ｂ Ｂ

4



辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

施策２　国民健康保険の健全運営

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

2321 給付の適正化 Ａ Ｂ Ｂ
医療費のお知らせ、ジェネリック医薬品差額通知等の送
付 住民税務課 国保医療係

2322 医療費の抑制 Ｂ Ｂ Ｂ
特定健診の過去5年未受診者に無料検診券を送付し受診
勧奨を行った 特定健康診査の受診率 ％ 45 44.9 44.4 60 実績値 住民税務課 国保医療係

2323 財政の安定化 Ｂ Ｂ Ｂ
徴収率の向上、医療給付費の低減

住民税務課 国保医療係

施策３　高齢者医療制度の健全運用

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

2331 後期高齢者医療制度の適正運用 Ａ Ｂ
75才到達者への制度説明会の実施

住民税務課 国保医療係

施策４　福祉医療体制の充実

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

2341 医療費等の負担軽減 Ａ Ｂ Ｂ
医療費特別給付金として乳幼児等の医療費助成を行って
いる 住民税務課 国保医療係

2342 福祉医療制度の充実と周知 Ｂ Ｂ

障害者手帳取得時に保健福祉課と連携し、制度説明及
び申請手続きまで行っている 住民税務課 国保医療係

5



辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

将来目標③　安心・安全なまち(防災・防犯・都市基盤整備・移住定住）

政策１　生命と財産を守る安心・安全な暮らしの創出

施策１　災害に強いまちづくり

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

3111 災害危険箇所の周知 Ｂ Ａ
ハザードマップを作成し災害危険箇所の周知を図った
（Ｈ29全戸配布） 総務課 危機管理係

3112 防災体制の整備 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ
メール配信の実施

総務課 危機管理係

3113 地域防災の強化 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ
消防団員の成人式での勧誘
防火水槽と消火栓を設置し地域防災の強化に努めた 消防団員数 人 496 496 495 496 実績値 総務課 危機管理係

3114 耐震化の推進 Ｂ Ｂ Ｂ
庁舎、学校関係は完了
今後、公民館関係の耐震化が必要

公共施設（避難施設）の
耐震化率

％ 83 95 95 100 公共施設耐震化調査 総務課 危機管理係

3115 救急救命体制整備の推進 Ｂ Ｂ Ｂ
救急救命講習等を33回実施し、救命率の向上を図った

救命救急講習会への参加人
数

人 1,708 1,339 1,632 2,000 実績値 総務課 危機管理係

3116 防災意識の高揚 Ｂ Ｂ Ｂ

防災訓練の実施
防災シンポジウムを開催し、命の大切さについて考える機
会を提供

総務課 危機管理係

3117 特定空き家対策の実施 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ
１件調査物件あり（Ｈ３０に対応予定）

空き家データベース整備地区
数

地区 0 8 8 17 作業実績 総務課 危機管理係

施策２　安全な暮らしの創出

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

3121 消費者保護の推進 Ｂ Ｂ
特殊詐欺被害防止のための情報提供
（広報たつの、ほたるネット、回覧文書による情報提供） 住民税務課 生活環境係

3122 交通安全の推進(ソフト） 交通事故件数 件/年 38 51 51 30 交通統計 総務課 庶務係

シートベルト着用率 ％ 99 99 99 100 現地調査 総務課 庶務係

3122 交通安全の推進(ハード） Ｂ Ａ Ｂ
町内40箇所の防護柵・反射鏡・道路照明・区画線等の修
繕及び新設工事を実施 建設水道課 建設工務係

3123 防犯体制の整備 Ｂ Ｂ Ｂ
青色防犯パトロールの実施および青色防犯パトロール講
習会１回 総務課 庶務係

政策２　地域基盤整備

施策１　計画的な土地利用の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

3211
国土利用計画に基づいた土地利用
の推進

Ｂ Ｂ Ｂ
各種土地利用届け出などの、国土利用計画との整合性
確認を実施

まちづくり政策
課

企業誘致対策室

3211
国土利用計画に基づいた土地利用
の推進

Ａ Ａ Ｂ
「辰野町農業振興地域整備計画」の年2回の随時見直し
を実施し、30,802.27㎡を除外 農地面積 ha　 976 952 946 950

農林水産省「耕作及び
作付面積統計」

産業振興課 農政係

3212 都市計画事業の推進 Ｃ Ｂ
辰野駅前地区の地区整備計画策定に向けて駅前まちづ
くり協議会５回実施 都市公園整備率 ㎡/人 21.67 22.14 22.31 27.00 統計数値等 建設水道課 都市計画係

3213 地籍の適正管理 Ｂ Ｂ Ｂ
小野5区まで登記完了

産業振興課 地籍調査係

Ｂ

街頭指導（１０回）
交通指導所の実施（４回）
シートベルト調査（５回）
高齢者安全運転教室の開催（２回）

ＢＢ

有効性 評価基準 

A：計画の目標を達成した。または、計画の目標をほぼ達成し今後は継続していく 

B：計画の目標達成に向け、順調に推移した。または、一部改善の後、事業を継続していく 

C：計画に取り組み始めたばかりである。または、事業の内容について検討をする必要があ

る 

経済性 評価基準 

A：コストが縮減し効果的な取り組みができた 

B：コストは現状維持で効果的な取り組みができた 

C：ややコストが増大したため改善等の余地あり 
D：コストが増大したため改善等が必要 

効率性 評価基準 

A：期待された役割のとおり取り組んでいる 

B：期待された役割は一応取り組んでいるが改善の余地あり 

C：期待された役割が十分に取り組まれていない、改善の余地が大き

い 
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

施策２　景観の保全と創出の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

3221 景観条例等の周知 １．人口 Ｂ Ｂ
広報たつのにて景観条例等について周知

建設水道課 都市計画係

3222 景観育成活動の促進 １．人口 Ｃ Ｃ
広報たつのにて周知

景観育成活動支援回数 回/年 3 0 0 3 実績値 建設水道課 都市計画係

3223 景観行政団体への取り組み １．人口 Ａ Ａ
景観委員会を３回実施
景観アンケートを実施
景観懇談会を５会場で実施

建設水道課 都市計画係

施策３　計画的な交通対策の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

3231 道路の適正な維持・管理 ３．道路 Ａ Ａ Ｂ
地元要望により、危険路線の緊急補修工事を実施

建設水道課 建設管理係

3232 道路改良の促進 ３．道路 Ａ Ａ Ｂ

国庫補助事業により、町内4路線の道路改良・舗装工事
を実施
町単独事業により、町内34路線の道路改良・舗装工事を
実施

町道の改良率 ％ 40.7 41.7 41.9 42.0 市町村道路現況調査表より 建設水道課 建設工務係

3233 歩行者の安全確保 Ｂ Ａ

H24年度から（主）下諏訪辰野線平出上町歩道設置工事
Ｌ＝241ｍを実施中
Ｈ29年度はＬ＝24ｍを実施

建設水道課
都市計画係、
建設工務係

3234 橋梁の長寿命化 Ｂ Ａ Ｂ

H28年度橋梁定期点検で早期対応が必要と判定された橋
梁の内、特に危険と判断された１橋（唐木沢のバス停付
近）の修繕工事を実施

橋梁改良数 箇所 0 2 1 8 実績値 建設水道課 建設工務係

3235 都市計画道路の見直し Ｄ Ｄ
辰野駅前の地区計画策定まで、休止状態

建設水道課 都市計画係

3236 道路網計画の検討 Ｄ Ｃ
辰野町道路懇談会を開催

建設水道課 都市計画係

3237 地域公共交通の確保 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

地域公共交通計画に基づき、町営バス川島線、町営バス
飯沼線、乗合タクシーにより交通弱者の利便性の向上を
図った
また、交通アドバイザーとの連携により体系の見直しを
図った

まちづくり政策
課

まちづくり係

施策４　上水道事業の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

3241 安全で安定した水道水の供給 １．人口 Ａ Ａ Ｂ

テレメーターによる流量の把握、日々の施設管理、藤沢
新水源整備 建設水道課 上水道工務係

3242 施設等の計画的な維持・更新 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

駒沢浄水場整備、井出の清水・富士塚送水ポンプ更新、
沢底配水管付設替え、漏水調査の実施 上水道有収率 ％ 74.7 79.7 86.2 82.0 実績値 建設水道課 上水道工務係

3243 水道料の適正な算定 Ａ Ａ Ｂ

計量法に基づく量水器交換工事の実施
検針結果の異常数値への現場確認の徹底 建設水道課

上水道管理係、
下水道管理係

施策５　下水道事業の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

3251 住環境・河川環境の向上 Ａ Ａ Ｂ
県道与地辰野線下水道布設工事の実施

下水道普及率 ％ 99.3 99.4 99.1 99.8
統計数値（水洗化率

一覧表）
建設水道課

下水道工務係、
下水道管理係

3252 安定した下水処理の推進 １．人口 Ｂ Ａ Ｂ
小野処理区で計画した10箇所のマンホール浮上防止対
策工事を実施

公共下水道の重要管路の
耐震化率

％ － 46.2 71.8 100.0 実績値 建設水道課 下水道工務係

3253 水洗化の促進 Ａ Ｂ
排水設備工事の適切な指導、検査
接続に関する相談 水洗化率 ％ 93.5 93.3 93.7 95.6

統計数値（水洗化率
一覧表）

建設水道課 下水道管理係
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

政策３　快適なまちづくり

施策１　移住・定住の促進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

3311 定住人口増加の推進 １．人口 Ａ Ａ Ｂ

移住定住促進協議会と連携した空き家バンクの運用
移住世帯数（H29：35世帯）
空き家バンク成約物件のＤＩＹ改修（H29：1箇所）
辰野町定住促進空き家改修費等補助金
（H29：24件　4,308,000円）
地域おこし協力隊員 H29：2人
集落支援員　H29：4人

移住の検討に着手した世帯数
（5年間）

世帯 24 35 20 実績値
まちづくり政策
課

地方創生係

3312 情報発信の推進 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

楽園信州移住セミナー参加(5/20,7/1,7/8,12/23,3/18)
町ホームページを活用した移住・定住に関する情報を発
信
楽園信州ホームページへの情報の登録・発信

移住･定住促進イベントへの年
間参加回数

回 3 5 10 実績値
まちづくり政策
課

地方創生係

施策２　快適な居住環境の形成

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

3321
快適な居住環境維持のための支援（リ
フォーム）

１．人口 Ａ Ａ Ｂ
60件   @110,000円　　　補助金総額 6,600,000円

建設水道課 都市計画係

3321
快適な居住環境維持のための支援
（空き家）

１．人口 Ｂ Ｂ Ｂ
補助金の交付実績なし（Ｈ３０補助金見直し）

総務課 危機管理係

3322 公営住宅の計画的な整備 Ｂ Ｂ Ｂ
富士塚団地給湯器交換　2箇所

公営住宅長寿命化計画に基
づく改善戸数

戸 0 0 2 26 実績値 建設水道課 建設管理係

3323 公園の維持管理（都市） Ｂ Ｂ Ｂ
下辰野公園、三輪公園遊具改修

建設水道課 都市計画係

3323 公園の維持管理(地区） １．人口 Ｂ Ａ Ｂ
地区で管理する公園の遊具等の改修や撤去、新設等に
かかった費用の一部について補助を行った

まちづくり政策
課

財政係

3324 若者の住宅取得への支援 １．人口 Ａ Ａ Ｂ
４３件　補助金総額 20,950,000円

建設水道課 都市計画係

施策３　環境保全の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

3331 監視体制の充実 Ａ Ｂ Ｂ
騒音の定点測定調査や監視活動により公害のない快適
な生活環境の保全に努める

環境基準・要請限度を超えた
件数

件/年 15 14 5 5 実績値 住民税務課 生活環境係

3332 公害苦情への迅速な対応 Ｂ Ｂ Ｂ
公害苦情に対し現場確認と改善指導を行った

公害苦情件数 件/年 13 14 27 7 実績値 住民税務課 生活環境係

3333 環境美化の推進 Ｂ Ｂ Ｂ
不法投棄監視パトロールの実施
５３０運動の実施 住民税務課 生活環境係

3334 環境保全の啓発活動 Ｂ Ｂ Ｂ
児童・生徒の環境関連ポスター、標語作成
地域での環境や分別に関する出前講座の開催

環境関連出前講座の実施回
数

回/5年 10 3 43 27 実績値 住民税務課 生活環境係

政策４　情報化の推進
施策４　情報化の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

3411 地域情報化の推進 Ｂ Ｂ Ｂ
情報担当者を中心に、計画に基づく取り組みを推進
ぴっかりナビ（観光アプリ）の情報充実に向け支援

まちづくり政策
課

情報通信係

3412 情報化推進の基盤づくり Ｂ Ｂ Ｂ
避難所、地区公民館等からWifi環境でのインターネット接
続を提供、学校のタブレット活用について支援

まちづくり政策
課

情報通信係

3413 電子行政サービスの拡充 Ｂ Ｂ Ｂ
電子申請サービスにより町民の利便性向上と業務の効率
化を図った 電子申請利用率 ％ 17 15 11 36 実績値

まちづくり政策
課

情報通信係

3414 情報セキュリティ対策の推進 Ａ Ｂ Ｃ
老朽化したネットワーク機器を更新しセキュリティ強化を
推進

まちづくり政策
課

情報通信係
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

将来目標④　仕事に活力と魅力があるまちづくり(産業振興・雇用確保）

政策１　活力ある地域産業の創出

施策１　農業の新たな展開の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

4111 農業経営の安定と発展 １．人口 遊休荒廃農地の面積 ｈａ 115 16 19 16 農地パトロールの結果 産業振興課 農政係

認定農業者数 人 20 20 18 21 経営改善計画認定数 産業振興課 農政係

4112 有害鳥獣被害の対策 Ａ Ｂ Ｂ

国の補助を新たに活用し檻の設置、緩衝帯の整備を行っ
た
また猟友会を中心として有害鳥獣駆除を実施

有害鳥獣被害額（鳥害除く） 千円/年 12,226 6,553 8,094 10,000 本人からの申請による 産業振興課 農政係

4113 農業用水施設の維持管理 Ｂ Ｂ Ｂ

入梅前の水路、ため池等の点検の実施。老朽化した農業
用水施設への対策として各区からの要望に資材支援を
行った

産業振興課 耕地係

施策２　６次産業化の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

4121 ６次産業化の推進 １．人口 Ａ Ｂ Ｂ
食の革命プロジェクト運営協議会を設立し、6次産業化の
推進に向け事業を開始 ６次産業に取り組む団体数 団体 3 5 2 6

機械、設備の導入による
補助金の交付数

産業振興課 農政係

施策３　林業の振興

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

4131 森林整備の推進 Ｂ Ｂ Ｂ
森林経営計画に基づいた間伐等の実施

森林経営計画に基づいた間伐
面積

ha 44 50 31 50
林務課からの信州の森林づ

くり事業補助金交付決定
産業振興課 林務係

4132 林産物需要の拡大 １．人口
マツタケ増産に取り組む各地
区山林組合の担い手育成数

人 11 13 13 15
まつたけ山管理士資格

所有者数普及係へ問合せ
産業振興課 林務係

林産物や特用林産物の販売
額

千円/年 81,195 105,753 6,031 90,000
ＪＡ上伊那辰野支所に

聞取り
産業振興課 林務係

施策４　にぎわいを創出する商業の振興

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

4141 商業者への支援 １．人口
商工業誘致及び振興補助金
の補助対象企業数

企業 19 12 16 20 補助数 産業振興課 商工振興

年間商品販売額 万円 23,932 23,932 23,932 25,100
商業統計調査H26数値
（５年に一度の調査）

産業振興課 商工振興

地元滞留率 ％ 26.0 31.0 31.0 38.0
平成27年度長野県商圏調
査結果全品目平均(3年毎）

産業振興課 商工振興

4142 新たな商業形態への取り組み １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

商業地域空き店舗対策事業補助金、県の補助事業信州
まちなかリノベーション推進事業及び信州で始めるあなた
のお店応援事業により「休眠不動産見学会」６回実施、飲
食店の開業1件

産業振興課 商工振興

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

改正農業委員会法により、農地利用最適化推進委員会を
新設
遊休農地の課税強化を受け、荒廃農地の把握のため、農
業委員・最適化推進委員と共に職員が同行して農地パト
ロールを実施
このため事前研修を行い、判断基準を統一した
また、農地中間管理機構により約32.6ｈａの農地の利用
集積実績があった

Ｂ

マツタケ増産の担い手育成事業の実施　町事業1回、地
元2回（県補助）
ふるさと納税返礼品へのマツタケ活用

Ｂ

商工業誘致振興補助金
商工業振興資金利子補給及び保証料補助
商工会への商工業振興費補助金
小規模事業指導者補助金
辰野町商工会館改修補助金

有効性 評価基準 

A：計画の目標を達成した。または、計画の目標をほぼ達成し今後は継続していく 

B：計画の目標達成に向け、順調に推移した。または、一部改善の後、事業を継続していく 

C：計画に取り組み始めたばかりである。または、事業の内容について検討をする必要があ

る 

経済性 評価基準 

A：コストが縮減し効果的な取り組みができた 

B：コストは現状維持で効果的な取り組みができた 

C：ややコストが増大したため改善等の余地あり 
D：コストが増大したため改善等が必要 

効率性 評価基準 

A：期待された役割のとおり取り組んでいる 

B：期待された役割は一応取り組んでいるが改善の余地あり 

C：期待された役割が十分に取り組まれていない、改善の余地が大き

い 
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

施策５　活力を生み出す工業の振興

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

4151 経営支援 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ
小規模事業指導費補助金、後継者育成事業補助金、商
工業振興費補助金、記帳指導を実施 産業振興課 商工振興

4152 町内企業への支援 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ
商工業誘致及び振興補助金、商工業振興資金利子補給
及び保証料

商工業誘致及び振興補助金
の補助対象企業数

企業 19 12 16 20 補助実績 産業振興課 商工振興係

4153 企業誘致活動の推進 １．人口 Ａ Ａ Ｂ

理事者による町内企業訪問の実施（19回）
金融機関や県、商工会等と連携しながら、事業所用地や
空き工場の確保及び情報発信を実施
併せて町内外の事業所の情報収集をおこなう

企業誘致数 企業/5年 3 3 3 3 実績値
まちづくり政策
課

企業誘致対策
室

4154 情報発信の促進 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ
メッセ名古屋他　諏訪圏工業メッセ、企業誘致、出展補助
金 産業振興課 商工振興係

施策６　交流産業としての観光の振興

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

4161 ホタル観光の振興 １．人口 Ａ Ｂ Ｂ

銀座NAGANO、県内主要駅（長野駅、松本駅、上田駅、
飯田駅）、県内大学キャンパス（信州大学、清泉女学院、
長野大学、上田女子短大、松本大学、飯田女子短大）で
のPR活動を実施

ほたる祭りの入込客数 人/年 111,000 128,600 157,700 150,000 実績値 産業振興課 観光係

4162 観光施設の連携 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

ほたる祭りにて銀座NAGANOでのPR活動を実施
合宿補助、エージェントへの商談会、町内宿泊施設ととも
に東京、大阪、名古屋、富山で旅行代理店等に辰野町の
観光資源や合宿の売込みを行った

町内への観光入込客数 人/年 365,600 396,900 361,200 384,000 統計数値 産業振興課 観光係

4163 体験型観光の推進 １．人口 Ｃ Ｂ Ｂ
横川渓谷原生林トレッキングを創設し取り組み始めた
農泊事業の取り組み団体 1件 産業振興課 観光係

4164 広域観光の推進 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ
上伊那版DMO立ち上げに向け検討会議に参加

産業振興課 観光係

4165 情報発信の推進 １．人口 Ｃ Ｃ Ｂ
ぴっかりナビの開設、「いいまちたつの知らせ隊」の画像
提供によるトップ画面の画像アップを実施 観光サイトのアクセス数 件/年 516,243 624,237 724,491 775,000 実績値 産業振興課 観光係

4166 インバウンド観光の推進 １．人口 Ｃ Ｃ Ｂ

英語通訳でのガイドボランティア２２人の養成を図った
総合観光パンフ、「ほっとする信州伊那谷北部の旅」外国
語版の発行

産業振興課 観光係

施策７　地域特性を活かした辰野ブランドの創設

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

4171 辰野ブランドの創設 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

観光協会で認定特産品の登録啓発を行うとともに、県外
の物産展に出店し普及を図った
ほたる祭りのお土産コーナーにより普及を図った
「田舎暮らしの本」で2018年（第6回）日本「住みたい田舎」
ベストランキング シニア部門１位獲得

観光協会認定特産品登録件
数

件 28 32 33 40 実績値 産業振興課 観光係

4172 ふるさと納税への活用 Ａ Ｂ Ｂ
ぎたろう軍鶏、りんご、ドラゴンシードル等、地域の産業に
大きく寄与することができ、多数の新商品を加えた ふるさと納税お礼の品品目数 品目 15 53 61 40 実績値

まちづくり政策
課

まちづくり係

政策２　雇用環境の充実

施策１　就業機会の拡大と安定化

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

4211 就業機会の拡大と安定化 １．人口 Ａ Ｂ Ｂ

無料職業紹介所の開設、県事業女性の就業相談、地域
おこし協力隊が取材する就職インターンシップ情報サイト
（たつのシゴト）の運営

町内企業の新規就職者数 人/年 35 31 48 43
労務対策協議会
会員就職者数

産業振興課 商工振興係
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

4212 若者の就労支援 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

無料職業紹介所の開設、県事業女性の就業相談、地域
おこし協力隊が取材する就職インターンシップ情報サイト
（たつのシゴト）の運営、インターンシップ事業に４人参加

産業振興課 商工振興係

4213 高齢者の就労機会の拡大 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

無料職業紹介所の開設、県事業女性の就業相談、地域
おこし協力隊が取材する就職インターンシップ情報サイト
（たつのシゴト）の運営、公共施設の維持管理をシルバー
人材センターに依頼（荒神山公園、土づくりセンター、ほた
る童謡公園）

シルバー人材センターへの登
録者数

人 112 115 115 127
シルバー人材センター

辰野町登録者数
産業振興課 商工振興係

施策２　勤労者福祉の充実

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

4221 就業の安定化支援 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ
無料職業紹介所の開設、県事業女性の就業相談、たつ
のシゴトによる就職インターンシップ情報サイトの開設 産業振興課 商工振興係

4222 勤労者互助会活動への支援 Ｂ Ｂ Ｂ

勤労者互助会補助金（、たつのパークホテル、かやぶき
の館、湯にいくセンターの入浴県等の配布、人間ドック、イ
ンフルエンザ予防接種助成金）、企業訪問等で啓発

勤労者互助会加入事業所数 事業所 32 29 33 40 年度末事業所数 産業振興課 商工振興係
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

将来目標⑤　明日を担う人材と文化を育むまち（子育て・教育・生涯学習・文化）

政策１　総合的な子育て支援対策の推進

施策１　安心して子育てができる環境の充実

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

5111 子育て環境及び母子健康管理の充実 １．人口 Ａ Ａ Ｂ

産前・産後サポート「ママサポート」の利用時間の拡大
妊娠届け時のアンケートの見直しをし、妊婦、家族との関
わりを早期からとることで相談のしやすい体制作りを行っ
た

保健福祉課 保健係

5111 子育て環境及び母子健康管理の充実 １．人口 Ａ Ａ Ｂ

子育て支援センター内での相談の充実とともに、図書館
で行われる乳幼児対象の教室にも出張相談を実施する
等、相談のしやすい体制の工夫を行った

子育て支援センターの利用
者数

人/年 10,379 11,640 10,652 12,000 登録カード利用人数 こども課 こども支援係

5112 保育サービスの充実 １．人口 Ａ Ａ Ｂ
羽北保育園トイレ改修を実施
中央保育園園庭通路ゴムチップ舗装工事を実施 こども課 こども係

5113 子育て世帯の経済的支援 １．人口 Ａ Ａ Ｂ
多子世帯・町村民税非課税世帯・年収360万円未満相当
の世帯への保育料負担軽減を実施 こども課 こども係

5114 ひとり親家庭への支援 Ａ Ａ Ｂ
町民税非課税世帯のうち、ひとり親家庭は保育料無料

こども課 こども係

5114 ひとり親家庭への支援 Ａ Ａ
児童福祉手当支給170件
所得超過で支給なかった世帯に周知を行った 住民税務課 住民係

5115 子育て支援制度の周知徹底 １．人口 Ａ Ａ Ｂ
保育園のサービス充実に努め、新規事業についてはホー
ムページで公開、各園を通じて保護者に周知 こども課 こども係

5115 子育て支援制度の周知徹底 １．人口 Ａ Ａ Ｂ

子育て世代包括支援センターの設置広報
パパ・ママ教室　出生届け時　赤ちゃん訪問　乳幼児健診
など個別に制度の説明
保健補導員会等で地域の方々へチラシ等で広報を行った

保健福祉課 保健係

5116 放課後児童の支援 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

町の直営として4年目となり、登録児童数も増加したが、
待機児童を出すことなく対応
児童の安心・安全の保障及び保護者が安心して働くこと
が出来る体制が出来た

学童クラブ利用率 ％ 31.0 34.0 25.0 登録申請人数 こども課 学校教育係

5117 要保護児童の対策 Ａ Ａ Ｂ
要保護児童生徒に対し、修学旅行費用の援助を行う事業
だが、平成29年度は対象者なし こども課 学校教育係

施策２　家庭力の向上

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

家庭教育学級の開催数 回/年 33 42 32 35 実績値 こども課 学校教育係

保育園における家庭教育講座
の開催数

回/年 8 14 20 12 実績値 こども課 こども係

施策３　食育の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

5131 食育の推進 C Ｂ Ｂ
「辰野町6次産業化推進戦略」への「辰野町食育推進計
画」の連携を位置づけて推進を図った 産業振興課 農政係

5131 食育の推進 Ｂ Ｂ Ｂ
常日頃から、朝食の大切さや重要性を告知した
食育計画に従い、関係方面へ情報の提供に努めた

毎朝朝食を食べている児童、
生徒の割合

％ 92 84 79 100
生活実態調査
アンケート数値

こども課 学校教育係

5131 食育の推進 B B B

メタボリック予防健診・特定健診受診者で検査値に異常
のある方に対し、対面での結果説明を実施し、食生活を
始め生活改善についての個別相談を実施

保健福祉課 保健係

5121 家庭力の向上 Ａ

「家庭教育学級開設」に基づき、各学校独自の事業計画
により、講演会・講習会・親子で学ぶ講座等を開設
家庭教育の充実が図られた
保育園では、3歳から5歳の虫歯が増加する時期に幼児と
保護者に歯科保健教育などを行い、家庭教育の充実が
図られた

ＢＡ

有効性 評価基準 

A：計画の目標を達成した。または、計画の目標をほぼ達成し今後は継続していく 

B：計画の目標達成に向け、順調に推移した。または、一部改善の後、事業を継続していく 

C：計画に取り組み始めたばかりである。または、事業の内容について検討をする必要があ

る 

経済性 評価基準 

A：コストが縮減し効果的な取り組みができた 

B：コストは現状維持で効果的な取り組みができた 

C：ややコストが増大したため改善等の余地あり 
D：コストが増大したため改善等が必要 

効率性 評価基準 

A：期待された役割のとおり取り組んでいる 

B：期待された役割は一応取り組んでいるが改善の余地あり 

C：期待された役割が十分に取り組まれていない、改善の余地が大き

い 
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

政策２　青少年健全育成活動の推進

施策１　青少年健全育成活動の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

5211 地域での子育ての推進 １．人口 Ａ Ｂ Ｂ
青少年健全育成マスター部会の開催及び情報交換

地域子育てふれあい交流会議
の組織数

組織 11 17 17 17 実績値 生涯学習課 社会教育係

5212 有害環境の排除 Ａ Ａ Ｂ
パトロール等の実施

生涯学習課 社会教育係

政策３　学校教育の充実

施策１　教育支援の充実

主要施策
ＮＯ

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

5311 子どもの個性への対応 １．人口 Ａ Ｂ Ｂ

辰野町子育て４か条を拠りどころに、各学校での対応を推
進し、中間教室への受入れ環境を整えた
ほっとサポートや支援員の充実を図ったり、施設や生活
環境に努めた

こども課 学校教育課

5312 相談・支援体制の整備 １．人口 Ｂ Ａ Ｂ

準要保護児童生徒援助費の支給を行い経済的負担軽減
を図った
教育や就学の相談についてはこども支援係を中心に保護
者の悩みの軽減解決に取り組んでいる

こども課 こども支援係

5313 いじめ防止等のための対策 １．人口 Ａ Ａ Ｂ

辰野町いじめ防止のための基本方針に従い、情報の共
有や早期の対策など事前の準備等心掛けた
相談可能なほっとサポートや支援員の充実を考え、カウン
セリングや学校支援員等に協力を求めた

こども課 学校教育課

5314 地域支援の充実 １．人口 Ａ Ａ Ｂ

学校支援ボランティアにより児童生徒の学校生活におけ
る、学習・クラブ活動の補助と安全の確保等の活動が出
来た

学校支援ボランティアの
登録者数

人 419 487 506 450 実績値 こども課 学校教育係

5315 郷土愛の醸成 １．人口 Ｂ Ａ Ｂ

町の自然や歴史、文化などを、授業などでも具体的に学
べる教材や資料を整備する
地域の風習や伝統行事への参加、学習を積極的に進め
る

こども課 学校教育課

施策２　教育環境の充実

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

5321 学校施設の環境整備 Ｂ Ｂ Ａ
ＩＣＴ教育支援として、各小中学校にタブレット端末を導入

タブレット端末の導入台数 台 0 180 180 150 実績値 こども課 学校教育係

5322 国際感覚の醸成 Ａ Ａ Ａ

小中学校の外国語活動支援として指導業務を業者に委
託
ＡＬＴの評判も良く、楽しく充実した教育が行われた

こども課 学校教育係

5323 安心で安全な給食の提供 Ｂ Ｂ Ｂ
地元農家による「学校給食を提供する会」等から地元農
産物の野菜等を積極的に仕入れた

学校給食における地元農産物
の使用率

％ 18.5 11.4 13.8 20.0 調査数値 こども課 学校教育係

5324 学校の適正規模・配置の検討 Ａ Ａ Ｂ

平成28年度に引き続き、小・中学校あり方検討委員会を
開催し、町内小中学校の適正規模・配置を検討、学級規
模の最低基準をおおむね１０名とする提言をまとめた。

こども課 学校教育係

政策４　生涯学び続けられる環境の充実

施策１　生涯学習の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

5411 分館活動の充実 Ｂ Ａ Ｂ

分館長主事会議の開催（３回）
上伊那公民館分館関係者研修会への参加（伊那市へ15
名参加）

生涯学習課 社会教育係

5412 学習機会の提供 Ａ Ａ Ｂ
人と人・ふれあい人権講座（小野地区、平出地区、北大出
地区）

公民館、生涯学習講座への参
加者数

人 880 990 849 900 実績値 生涯学習課 社会教育係
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

5413 参加意欲の向上 Ａ Ａ Ｂ

ふるさと探訪の開催（川島地区・上平出地区）、おいしい
コーヒー講座（２回）、手作り釜でうまいピザを作ろう講座
（１回）おいしく食べよう郷土料理、スライドで振返る辰野
町合併の頃、健康吹き矢教室、笑って元気で健康体操
（追加分４回）、小野宿問屋夏期講座、自由研究お助け
隊、夏休み寺子屋塾を実施

生涯学習課 社会教育係

施策２　社会教育活動の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

5421 町民会館の利用促進 Ｂ Ａ Ｂ

町民会館リハーサル室空調設備改修工事
町民会館舞台調光基盤修繕工事
町民会館手摺改修工事

町民会館利用者数 人/年 58,314 53,726 60,591 67,100 実績値 生涯学習課 社会教育係

5422 図書館のサービス向上 図書館利用者数 人/年 21,433 22,725 21,953 21,500 実績値 生涯学習課 図書館

貸出数 点/年 87,429 87,500 84,339 88,000 実績値 生涯学習課 図書館

施策３　生涯スポーツの振興

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

5431 スポーツの振興 体育施設の利用者数 人/年 111,562 119,772 117,817 130,000 実績値 生涯学習課
公園管理係
体育振興係

スポーツ教室の開催数 回/年 58 40 34 70 実績値 生涯学習課 体育振興係

5432 スポーツ施設の整備 Ｂ Ｂ Ｂ

町民体育館天井照明取替工事
吊り下げ式水銀灯天井照明から固定式ＬＥＤ球照明への
取替え

スポーツ施設の整備
ＬＥＤ球取替工事

6,912千円
生涯学習課 公園管理係

政策５　地域文化の保護と育成

施策１　文化財の保護と活用

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

5511 文化財の調査・保存 Ｂ Ｃ Ｂ

辰野町資料第116号を発行
審議会での作成を課題としていたが、教育委員会事務局
が咲く瀬してしまったことが課題
小野のシダレグリ自生地保存管理計画の策定（最終年度
3年目）　　文化財保護審議会委員との町指定文化財の
パトロールの実施（年1回）

辰野町資料の刊行数 号/年 2 1 1 3 実績値 生涯学習課 文化係

5512 文化財の活用と伝承 Ｂ Ａ Ｂ

指定文化財の普及公開活動（十一面観音・問屋・薬師如
来座像の公開対応）　埋蔵文化財の分館での公開活動
新町分館に加え、上辰野文化でも取り組められたが、さら
なる活用が課題

生涯学習課 文化係

5513 文化財保護活動への支援 Ｂ Ａ Ｂ

小野宿問屋保存会・シダレグリ保全友の会・石造物調査
会への支援。石造物調査会は一昨年の本発行後、活動
が停滞しているので、今後文化財の下支えになる組織と
なる活動ができるように工夫したい油屋保存会立ち上げ
の支援
公民館講座「郷土を知ろう」支援

生涯学習課 文化係

施策２　伝統文化の保存・伝承

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

5521 伝統文化の保存・伝承 Ｃ Ｃ Ｂ
地域のお祭りなどはあったが、行政としての公開の機会
はなかった 生涯学習課 文化係

5522 高齢者の知識・技術・経験の伝承 Ｂ Ｂ Ｂ

学校支援ボランティアによる取組みを実施
子育て支援マスター部会、公民館会議で行事等への参加
促進を促す

生涯学習課 社会教育係

Ａ

レファレンス資料の充実（レファレンスサービスとは、図書
館利用者が学習・研究・調査を目的として必要な情報・資
料などを求めた際に、図書館員が情報そのものあるいは
そのために必要とされる資料を検索・提供・回答すること
によってこれを助ける業務）
閉架書庫の資料整理

Ｂ

Ｃ

Ａ

ＢＢ

新規スポーツ教室を実施
スポーツ吹き矢教室の開催
講師はスポーツ推進委員
昼・夜の部をそれぞれ４回実施
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

施策３　文化芸術活動の振興

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

5531 芸術鑑賞機会の提供 Ａ Ｂ Ｂ

町内の児童、生徒、一般等、年代を越えた方々を対象に
音楽発表会への参加促進
オーケストラと合唱団との共演、ふるさとパートナー等を
招き、幅広い音楽鑑賞
オペレッタフェスティバルの開催（18回）
音楽協会、芸能協会との連携

町民会館での自主企画イベン
トの入場者数

人/年 8,032 8,127 9,371 8,900 実績値 生涯学習課 社会教育係

5532 文化芸術活動の促進 Ａ Ｂ Ｂ
郷土作家展3回、日本刀展、猫の写真公募展、障がい者
の作品展、小中学生作品展、ひな人形展を企画し、開催

美術館での自主企画展覧会
の開催数

回/年 4 6 8 5 実績値 生涯学習課 美術館
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

取り組み目標①　町民参画・協働のまちづくり(協働・コミュニティ・男女共同参画）

政策１　協働のまちづくりの推進

施策１　町民参画の促進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

T111
町民の参画の促進（審議会等への町
民参画（公募枠の拡大））

４．協働・住民
力・地域力

Ｂ Ｂ
審議会や委員会への町民参画の拡大を図り、計画等の
策定過程の透明性向上を図った

審議会、委員会等における公
募委員の割合が20％以上の
組織数

組織 3 4 4 10 実績値
まちづくり政策
課

まちづくり係

T111
町民の参画の促進（パブリックコメント
の実施状況）

４．協働・住民
力・地域力

Ａ Ｂ Ｂ
障がい者プラン2018素案についてのパブリックコメントを
実施 全課

まちづくり政策課
まちづくり係

T112 地域活動等の活性化
１．人口
４．協働、住民
力、地域力

Ａ Ｂ Ｂ

ふるさとパートナーを応援し、町の話題や相互の情報提
供に努めた
ぴっかりちゃんグッズの販売、新商品の開発等で、商工
会、辰野高校と連携して町のPRや活性化を図ることがで
きた

全課
まちづくり政策課
まちづくり係

T113 連携の強化
４．協働・住民
力・地域力

Ｂ Ｂ Ｂ
区からの要望を受けて実施する町政懇談会
２９年度実績　宮木区 町政懇談会の開催数 回 7 3 1 17 実施実績 総務課 秘書室

T114 地域活動への支援
１．人口
４．協働、住民
力、地域力

Ｂ Ａ Ｂ
よりあい事業補助金10件、協働のまちづくり支援金17件と
地域が主体になって実施する活動を支援

地域計画推進のための説明
会、協議の場等の活動

回 8 28 27 17 実績値
まちづくり政策
課

まちづくり係

T115
まちづくり基本条例（仮称）の制定に向
けた取り組み

Ｃ Ｃ
より良いまちづくりを実現するための指針となる条例の制
定に向けて他の自治体を参考に取り組み始めたばかりで
ある

総務課 庶務係

T116 若者の活動支援 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

中学生によるこども広報の作成、信州フューチャーセン
ターとの連携により高校生、大学生と交流し、若者の主体
的な活動を支援
また、ふるさとパートナーを応援した

若者主催の催し物への
支援回数

回/年 2 5 5 5 実績値
まちづくり政策
課

まちづくり係

T117 参加意識の向上
１．人口
４．協働、住民
力、地域力

Ｂ Ｂ Ｂ

こども広報の作成、信州フューチャーセンターと連携して
若者同士が交流・基盤となる若者会議を開催
子育て支援マスターの指導により地区行事への積極的な
参加推進した

全課
まちづくり政策課
まちづくり係

施策２　町民と行政の協働のための役割分担と情報提供･公開

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

T121 役割分担の明確化
４．協働・住民
力・地域力

Ｂ Ｂ Ｂ

協働のまちづくり指針を活用して、自助、互助、公助の考
えに基づいて地区社協、ボランティア等、役割分担を明確
にして取り組んでいる

まちづくり政策
課

まちづくり係

T122 負担の軽減
各区からの要望に対し予算の範囲内で、協働のまちづく
り道路維持事業の資材地域支援を実施

修繕工事に対し資材支給した
回数

回/年 21 39 38 25 実績値 建設水道課 建設工務係

アダプトプログラム協定締結
数

件 5 8 8 8 実績値 建設水道課 都市計画係

T122 負担の軽減 Ｂ Ｂ Ｂ
老朽化した農業用水施設に対し各区へ資材を支援し、住
民が参加して修繕工事を行った

修繕工事に対し資材支給した
回数

回/年 21 19 23 25 実績値 産業振興課 耕地係

T123
多様な広報による協働のまちづくりの
推進

Ｂ Ｂ Ｂ

広報たつのの定期発行、ほたるチャンネルやホームペー
ジ、告知システムで情報提供を行った
告知システムと連動したメール配信サービス、防災行政
無線（緊急情報）、行政チャンネル（テロップ放送）の同報
発信を行った

町からの情報提供が十分であ
ると感じている町民の割合

％ 40.8（H22） ━ ━ 60 実績値
まちづくり政策
課

情報通信係

政策２　一人ひとりの人権の尊重

施策１　差別のない明るい社会の実現

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

T211 差別のない明るい社会の実現 Ａ Ｂ Ｂ
町内小・中・高新任教職員、町職員人権同和教育研修
会、町公民館分館共催の人権同和研修の開催

人権に関する啓発活動の実施
回数

回/年 17 8 18 18 研修会開催実績 生涯学習課 体育振興係

Ａ ＢＡ

有効性 評価基準 

A：計画の目標を達成した。または、計画の目標をほぼ達成し今後は継続していく 

B：計画の目標達成に向け、順調に推移した。または、一部改善の後、事業を継続していく 

C：計画に取り組み始めたばかりである。または、事業の内容について検討をする必要があ

る 

経済性 評価基準 

A：コストが縮減し効果的な取り組みができた 

B：コストは現状維持で効果的な取り組みができた 

C：ややコストが増大したため改善等の余地あり 
D：コストが増大したため改善等が必要 

効率性 評価基準 

A：期待された役割のとおり取り組んでいる 

B：期待された役割は一応取り組んでいるが改善の余地あり 

C：期待された役割が十分に取り組まれていない、改善の余地が大き

い 
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施策２　男女共同参画社会の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

T221 男女共同参画プランの推進 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

公民館分館共催の講座やその他の研修会等に計６回参
加し、ワークショップも実施
ネットワーク社会やマイノリティへの配慮や理解など人権
に関する内容についも理解を深めた

審議会、委員会における女性
委員の割合が50%以上の組織
数

組織 10 7 7 24 実績値 生涯学習課 体育振興係

T222 教育の充実 Ａ Ｂ Ｂ
推進委員の研修及び県民大会への参加
町公民館、分館共催の「人と人ふれあい人権講座」へ参
加

男女共同参画に関する学習会
の開催数 回 2 6 7 6 研修会開催実績 生涯学習課 体育振興係

政策３　交流の促進

施策１　地域間交流の促進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

T311 友好都市等との交流推進 Ｂ Ｂ Ｂ
友好都市千葉県鋸南町との地域資源を活用した交流事
業（ほたる祭り、農業祭等）を実施し、地域間交流を推進
した

友好都市との交流回数 回/年 7 7 7 10 実績値
まちづくり政策
課

まちづくり係

T312 交流拡大に向けた魅力の発信 Ａ Ｂ Ｂ

全国で開催される各種イベントへ参加し、町の自然、食、
文化等の魅力を積極的に発信した。雑誌やテレビに大き
く報道され、効果的なPRができた

まちづくり政策
課

まちづくり係

T312 交流拡大に向けた魅力の発信 Ｂ Ａ Ｂ
旅行商品商談会に参加し、大阪、名古屋、東京、富山で
商談を実施 産業振興課 観光係

施策２　国際交流の推進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

T321 国際姉妹都市との交流推進 Ｂ Ｂ Ｂ

ワイトモ・ディストリクトとの交流を推進し、中学生のワイト
モホームステイを実施
異なる文化の理解と認識を深めることができた

国際姉妹都市ニュージーラン
ド・ワイトモ・ディストリクトの知
名度

% 61.0 ━ ━ 85.0 アンケート
まちづくり政策
課

まちづくり係

T322 町内在住外国人の支援 Ｂ Ｂ Ｂ

外国語版のごみの分別表、観光パンフレット、ホームペー
ジ等に取り組んだ
日本語教室の立ち上げを支援した

まちづくり政策
課

まちづくり係

T323 国際交流の拡大 Ｂ Ｂ Ｂ

国際交流協会及び町が主催しているさくら祭りを開催し、
各種団体、町内に在住の外国人との交流会を開催
中学生によるスピーチコンテストも実施

まちづくり政策
課

まちづくり係

施策３　世代間交流の促進

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

T331 施設との交流 １．人口 Ａ Ａ Ｂ
保育園や小学校、中学校では地区行事への積極的参加
を促し、地元との交流が濃く受け継がれている（御柱祭
他）

こども課 学校教育係

T332 地域での交流 １．人口 Ｂ Ａ Ｂ

地区行事への子どもと高齢者の参加交流については、公
民館の分館長主事会議、子育て支援マスター部会会議に
て周知を行い積極的な参加を促した

生涯学習課 社会教育係

施策４　新たな交流機会の創出

主要施策
№

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

T341 新たな交流機会の創出 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

連携協定を締結している日本福祉大学生と川島地区との
交流をした
社協と協力して出会いの場の提供、合宿補助金により新
たな交流の場を創出

まちづくり政策
課

まちづくり係

T341 新たな交流機会の創出 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ

20歳以上35歳以下の方及び担当教職員が同級会・同窓
会を開催した際に一人1,000円を補助
29年度は2件の申請があった

住民税務課 住民係

T341 新たな交流機会の創出 １．人口 Ｂ Ｂ Ｂ
辰野町社会福祉協議会へ委託して辰野町婚活サポート
総合事業「お結び」を実施 結婚相談登録者数 人 71 88 94 90 実績値 保健福祉課 福祉係

T341 新たな交流機会の創出 １．人口 Ａ Ｂ Ｂ
横川渓谷原生林トレッキングを創設し取り組んでいる

産業振興課 観光係

17



辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

取り組み目標②　行財政改革の推進によるまちづくり(第六次行財政改革大綱）

政策１　新たな課題・変化への対応

施策１　組織と職員の改革

行革
コード

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

1
課・係等の再編成及び事務分掌の見
直し

Ｂ Ａ

地方創生の取り組みを深化させるため、まちづくり政策課
内に地方創生係を新設した（課長職も配置したが、年度
途中で兼務となる）

総務課 職員係

1
課・係等の再編成及び事務分掌の見
直し（プロジェクトチームの編成）

Ｂ Ａ

ウォーターパーク・リノベーション・プロジェクト・チーム
荒神山ウォーターパーク・リノベーション事業について役
場内関係各課により協議を行う

まちづくり政策
課

地方創生係

2 各種委員会の定数等の見直し Ｂ Ｂ Ｂ

各委員会にて見直しを行っている
議会ありかた委員会でも検討する（現在審議会への議員
出席延数89人）

総務課・関係課 議会事務局

3 職員の意識改革 職員研修の実施回数 回/年 3 3 5 4 実績値 総務課 職員係

職場外研修の受講者数 人/年 68 69 87 75 実績値 総務課 職員係

4 定員の適正化 Ｂ Ｂ Ｂ
退職者と新規採用職員の数がほぼ同数になるよう適正化
に努め、平成２７年度より、再任用職員を採用した 総務課 職員係

5 人事評価制度の推進 Ａ Ｂ Ｂ
平成20年度の試行期間から年数が経っており、平成27年
度からは勤勉手当の処遇にも反映し、順調に実施してい
る

総務課 職員係

6 非常勤職員等の定員の適正化 Ｂ Ｂ Ｂ

正規職員が育児休業等した際の補充として雇用している
他、正規職員の定員の適正化を図るため、非常勤職員を
雇用

総務課 職員係

施策２　公共施設等の最適な配置と管理運営

行革
コード

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

7 公共施設等総合管理計画の推進 １．人口 Ｃ Ｂ Ｂ

策定された公共施設等総合管理計画を基に今後個別計
画を作成していく必要があるため、学校施設計画作成の
研修会への参加と資料収集に努めた

まちづくり政策
課

財政係

8
将来人口を見据えた保育園・小学校
の適正規模の見直し

１．人口 Ｂ Ａ
学校のあり方検討委員会を開催し、一定の結論を得た

こども課
こども係
学校教育係

9 国保直営診療所の見直し １．人口 Ｃ Ｃ Ｄ
地域住民からの存続要望があるため、財政や利用状況を
みながら、通院の交通手段等も考慮し、検討をすすめる 住民税務課 国保医療係

10 支所業務の見直し １．人口 Ｃ Ｃ
小野区と協議を実施

総務課 庶務係

11 小野図書館のあり方の検討 １．人口 Ｃ Ｃ

図書館協議会へ経過説明を行った
事務局の方針案の提案作成、町教育委員会での協議へ
と進めていく

生涯学習課 図書館

12 土づくりセンターのあり方の検討 １．人口 Ｃ Ｂ

毎年開催している土づくり運営委員会のなかで今後の運
営について協議した
結論までは至っていないが、検討された選択枝を検討し
ていく

産業振興課 農政係

13
荒神山ウォーターパークのあり方の検
討

１．人口 Ｂ Ａ

ウォーターパークリノベーション事業プロジェクトチーム会
議を開催
地方創生推進交付金および地方創生拠点整備交付金に
より管理棟の改修を実施

まちづくり政策
課

地方創生係

Ｂ

職場での研修を3回行い、職員の資質向上を図り、しごと
改革・働き方改革プロジェクトチームを発足し業務改善等
検討中
また、市町村職員研修センター等が主催する職場外研修
についても、掲示板等で積極的に周知し、参加者を募集

Ｂ

有効性 評価基準 

A：計画の目標を達成した。または、計画の目標をほぼ達成し今後は継続していく 

B：計画の目標達成に向け、順調に推移した。または、一部改善の後、事業を継続していく 

C：計画に取り組み始めたばかりである。または、事業の内容について検討をする必要があ

る 

経済性 評価基準 

A：コストが縮減し効果的な取り組みができた 

B：コストは現状維持で効果的な取り組みができた 

C：ややコストが増大したため改善等の余地あり 
D：コストが増大したため改善等が必要 

効率性 評価基準 

A：期待された役割のとおり取り組んでいる 

B：期待された役割は一応取り組んでいるが改善の余地あり 

C：期待された役割が十分に取り組まれていない、改善の余地が大き

い 
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辰野町第五次総合計画後期基本計画進捗管理表（平成29年度分）

施策３　住民力・地域力の活用

行革
コード

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

14
町民意見の公募（パブリックコメント）
制度の継続実施

４．協働・住民
力・地域力

Ｂ Ｂ
介護保険計画の素案についてのパブリックコメントを実施

全課 保健福祉課

15
審議会・委員会・計画策定への町民の
公募制の拡大（T111と重複）

４．協働・住民
力・地域力

Ｂ Ｂ
審議会や委員会への町民参画の拡大を図り、計画等の
策定過程の透明性向上を図った

審議会、委員会等における公募
委員の割合が20％以上の組織
数

組織 3 4 4 10 実績値
まちづくり政策
課

まちづくり係

16
委員会・審議会等の公開と会議結果
の公表

４．協働・住民
力・地域力

Ｂ Ｂ
町政の透明性の向上と公正性の確保を図るため、個人情
報等を含むもの以外は原則、ホームページで公開してい
る

まちづくり政策
課

まちづくり係

16
委員会・審議会等の公開と会議結果
の公表

４．協働・住民
力・地域力

Ａ Ａ
辰野町創生総合戦略推進会議の開催と公表
H29：２回開催

まちづくり政策
課

地方創生係

17 町政懇談会・住民説明会の実施
４．協働・住民
力・地域力

Ｂ Ｂ Ｂ
宮木区で実施

総務課 秘書室

17 町政懇談会・住民説明会の実施
４．協働・住民
力・地域力

Ａ Ａ
ごみの減量化に関する出前講座を43回実施

全課 住民税務課

18 職員の地域活動への参加
４．協働・住民
力・地域力

Ｂ Ｃ Ｂ
職員の地区担当制

全課 総務課

政策２　経営的視点による行財政運営

施策１　歳入の安定的確保と適正化

行革
コード

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

19
実質公債費比率及び地方債残高の抑
制

Ｂ Ｂ Ｃ

大型事業実施について財源不足が見込まれるもの、交付
税措置があるもの、将来世代に渡って負担すべき事業を
中心に起債を行った。返済額に比べ起債発行額を抑制し
たことで起債残高が減額となった

実質公債費比率 ％ 8.4 8.5 8.8 7.9
決算に基づく健全化判断
比率等の算定

まちづくり政策
課

財政係

20
長期的視点に立った基金の計画的運
用

Ｂ Ｂ Ｂ

各特目基金より31,950千円の取り崩しを行い、歳計剰余
金や利子等について財政調整基金ほか各特目基金へ
194,041千円の積立を行った

基金を所有する
全課

まちづくり政策
課

21 徴収率の向上（税） Ｂ Ｂ Ｂ

差押えの実施、差押え予告書の差し置きなど、滞納整理
強化により徴収率が向上

町税徴収率 ％

現年度
98.98

過年度
25.75

現年度
99.18

過年度
39.43

現年度
99.30

過年度
37.66

現年度
99.50

過年度
20.00

実績値 住民税務課
住民税係、資産
税係、諸税係、
徴収係

21 徴収率の向上（上下水道） Ａ Ａ Ｂ

年4回の給水停止の実施
税外収入金の滞納処分に関する規則の制定 上下水道・下水道使用料徴収

率
％

現年度
99.22

過年度
22.49

現年度
99.12

過年度
30.05

現年度
99.35

過年度
33.9

現年度
98.00

過年度
29.00

実績値 建設水道課
上水道管理係
下水道管理係

21 徴収率の向上（保育料） Ａ Ａ Ｂ

保育料滞納者に対し、児童手当支給日に合わせて特別
徴収または、現金支給として保育料を徴収する
児童手当からの徴収　延べ9人、83,350円 保育料徴収率 ％

現年度
99.23

過年度
6.39

現年度
99.73

過年度
5.03

現年度
99.94

過年度
4.89

現年度
99.90

過年度
10.00

実績数 こども課 こども係

21 徴収率の向上（住宅使用料） Ｂ Ｂ Ｂ

訪問催告の実施

住宅使用料徴収率 ％

現年度
98.69

過年度
13.79

現年度
97.97

過年度
5.20

現年度
98.62

過年度
54.51

現年度
99.90

過年度
20.00

実績値 建設水道課 建設管理係

21 徴収率の向上（介護保険料） Ｂ Ｂ Ｂ

特別徴収への切り替え時期への集中的な対応の実施
高額介護サービス費・高額医療合算サービス費を未納へ
充当
滞納時の償還払いの停止

介護保険料徴収率 ％

現年度
86.60

過年度
16.4

現年度
86.75

過年度
13.13

現年度
86.17

過年度
7.21

現年度
95.50

過年度
20.00

実績値 保健福祉課 介護保険係

21 徴収率の向上（国保税） Ａ Ｂ Ｂ

差押えの実施、差押え予告書の差し置きなど、滞納整理
強化により徴収率が向上

国民健康保険税徴収率 ％

現年度
97.05

過年度
32.64

現年度
97.69

過年度
45.74

現年度
97.57

過年度
42.18

現年度
97.50

過年度
20.00

実績値 住民税務課
国保医療係、
徴収係
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22
町税等の滞納に対する特別措置の実
施

Ａ Ｂ Ｂ

預金・給与等の調査、家宅捜査など差押えの強化を行
い、インターネット公売等や滞納整理機構への移管を行
なっている

徴収に関係する
全課

住民税務課

23 工事地元分担金の見直し Ｄ Ｄ
見直しを行わなかったが、今後必要性及び状況に応じて
見直しを行う

工事分担金に
関係する全課

建設水道課

24 施設使用料の見直し Ｃ Ｃ
町民会館の使用料について見直しを行った
その他施設の使用料についても検討中 全課 全係

25 広告収入の拡大 Ｂ Ｂ Ｂ
広報たつの（毎月）、町ホームページ、告知システムへの
広告を募集

まちづくり政策
課

まちづくり係

26 町有財産の売却と活用 Ｃ Ｂ Ｂ
利用予定のなかった診療所の医師住宅について入居希
望者の負担で修繕を行い、貸付を行った

まちづくり政策
課

財政係

27
ふるさと納税（ふるさと辰野寄付金）制
度の活用

Ａ Ｂ Ｂ

新品目の追加、インターネットサイトの充実等を行ってＰＲ
したが、総務省の指導による返礼品の見直し、松茸の不
作により、前年を上回ることはできなかった

ふるさと納税額 千円 17,270 152,229 100,590 100,000 実績値
まちづくり政策
課

まちづくり係

施策２　歳出の適正化

行革
コード

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

28 イベントの見直し Ｃ Ｃ

冬のほたるを実行委員から観光協会に移し、内容の見直
しを継続した
ほたる駅伝の廃止

全課 産業振興課

29 補助金の見直し Ｂ Ｂ

各課において見直しを行っている
協働のまちづくり支援金については限度額を低くし適正化
を図った
商工業誘致及び振興補助金の見直し検討 ： 町内企業の
設備投資の促進等を促進させる事を目的に見直しを実施

全課
まちづくり政策
課
産業振興課

30 経常経費の縮減 Ａ Ａ Ａ
経常経費については目標値以内の数字で推移している

経常収支比率 ％ 84.2 82.0 80.9 84.4 決算統計データとりまとめ
まちづくり政策
課

財政係

31 公共工事の発注の適正化 Ｂ Ｂ Ｂ
指名競争、一般競争、総合評価方式による入札の実施
全体件数210件・落札率（上半期93.49％、下半期
95.80％）

まちづくり政策
課

財政係

32 管理運営コストの縮減 Ｂ Ｂ Ｂ
庁舎ＬＥＤ化、太陽光発電設備パワーコンディショナ用ファ
ン交換 総務課 庶務係

施策３　特別会計・公営企業会計等経営健全化の推進

行革
コード

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

33 町立辰野病院の経営健全化の推進
２．地域医療・
福祉・介護

Ａ Ｂ Ｂ

病床利用率の向上に向けた職員の意識改革もあり目標
値を達成できた　　しかし、外来患者数の確保や、医師確
保等課題は大きいため、今後も経営健全に取り組んでい
く

町立辰野病院病床稼働率(年
平均）

％ 69.4 77.3 83.6 80.0 実績値 辰野病院 庶務係

34
上水道事業の経営戦略策定に向けて
の取り組み

Ａ Ａ Ａ

経営戦略を策定　　経営状態は安定していることから年度
毎に実績値を検証するとともに、4年後に見直しを行うこと
を明記

上水道有収率 ％ 74.7 79.7 86.2 82 実績値 建設水道課 上水道管理係

35
簡易水道事業等の水道ビジョンに基
づく取り組み

Ｂ Ａ Ｂ

上水道への統合に向けた資産調査、クリプトスポリジウム
対策を実施 建設水道課

上水道管理係
上水道工務係

36
公共下水道・特定環境保全公共下水
道・農業集落排水処理施設事業の経
営戦略策定に向けての取り組み

Ｂ Ｂ Ｂ

経営戦略を策定　　年度毎に実績値を検証すると共に、
公共・特環は、公営企業法移行後に使用料金を見直すこ
とを明記

下水道水洗化率 ％ 93.5 93.3 93.7 95.6
実績値

【水洗化率一覧表の数
値】

建設水道課 下水道管理係

37
国民健康保険会計の健全な運営の
推進

Ｂ Ｂ Ｂ

医療給付費の低減

特定健康検査の受診率 ％ 45 44.9 44.4 60 実績値 住民税務課 国保医療係

38 介護保険会計の健全な運営の推進 １．人口 Ａ Ｂ Ｂ

介護予防・日常生活支援総合事業への移行による介護
給付費の減、認知症初期集中チームによる認知症予防
教室の実施

介護予防事業の参加者数 人/年 6609 6612 6198 7000 実績報告 保健福祉課 介護保険係

39 土地開発公社経営健全化計画の推進 Ａ Ａ Ｂ

町による補助金の投入および用地の買取を実施、併せて
用地売却を実施

第2次土地開発公社健全化指
数（標準財政規模の公社保有
地の簿価額の割合）

％ 14 9 7 10 実績値 産業振興課 土地開発公社

40 告知システムの今後の方向性の検討 Ｃ Ｃ Ｂ

加入負担金減免、使用料減免制度のPRを行なったが、高
齢者世帯の転出・死亡等に伴う脱退件数が多く加入率を
伸ばすことはできなかった

まちづくり政策
課

情報通信係
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施策４　成果重視への取り組み

行革
コード

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

41 行政評価システムの活用 Ｂ Ｂ Ｂ

行政サービスを効果的、効率的に提供するため、事務事
業の見直しを図ってきた
総合計画の施策評価と事務事業の評価をあわせたシート
を作成して活用した

まちづくり政策
課

まちづくり係

42
発生主義に基づく新公会計制度の導
入

Ａ Ｂ Ｂ

H28年度一般会計等財務書類、特別会計と法適用公営
企業会計を加えた全体財務書類、更に一部事務組合等
を含めた連結財務諸類について作成し公表を行った

まちづくり政策
課

財政係

政策３　広域行政の推進

施策１　広域行政の推進

行革
コード

主要施策名
重点プロジェクト

区分
有効性

(達成度）
効率性 経済性

平成２９年度実施内容
（重点的取り組み等で特に実施した内容を記入）

まちづくりの指標 単位
現状

（H26）
H28 H29

目標値
（H32）

数値の把握方法
(実績数・アンケート・統計数値等）

担当課 担当係名

43 広域的サービスの推進 Ｂ Ｂ Ｂ

上伊那広域連合においては、ごみ処理施設の設置・運
営、共同電算処理、隣接する市町村では学校運営、不燃
物等のごみ処理等広域的なサービスを推進している

全課
まちづくり政策
課

44 広域的な連携体制づくり Ｂ Ｂ Ｂ

上伊那観光連盟、上伊那地域包括医療協議会、三遠南
信地域連携ビジョン推進会議、中央アルプスジオパーク
等、広域的な課題に対して市町村と連携し、広域的サー
ビスの向上を図った

全課
まちづくり政策
課
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